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政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
は
１２
月
８
日
、
第
２
次
勧
告

を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
日
の
う
ち

に
麻
生
太
郎
・
首
相
へ
丹
羽
宇
一

郎
・
委
員
長
か
ら
勧
告
書
が
手
渡

さ
れ
た
（
上
写
真
�
写
真
提
供
・

内
閣
府
広
報
室
）
。

�
２
・
３
面
に
関
連
記
事
掲
載

第
２
次
勧
告
は
「
�
義
務
付
け

・
枠
付
け
の
見
直
し
と
条
例
制
定

権
の
拡
大
」
「
�
国
の
出
先
機
関

の
見
直
し
と
地
方
の
役
割
の
拡

大
」
の
２
章
立
て
。
副
題
に
は

「
『
地
方
政
府
』
の
確
立
に
向
け

た
地
方
の
役
割
と
自
主
性
の
拡

大
」
と
銘
打
っ
た
。

「
�
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見

直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
」
で

は
、
「
地
方
政
府
」
確
立
に
向
け

▽
自
治
行
政
権
▽
自
治
立
法
権
▽

自
治
財
政
権
―
―
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
る
。
特
に
「
立
法
権
の
分

権
が
不
可
欠
」
と
位
置
付
け
、
法

令
に
よ
る
国
の
義
務
付
け
等
を
条

例
で
「
上
書
き
」
で
き
る
よ
う
、

約
１
万
に
及
ぶ
事
例
を
調
査
し

た
。
問
題
の
あ
る
事
例
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
審
議
し
、
具
体
策

を
３
次
勧
告
へ
盛
り
込
む
予
定
。

こ
の
ほ
か
「
�
国
の
出
先
機
関

の
見
直
し
と
地
方
の
役
割
の
拡

大
」
で
は
、
８
府
省
１５
系
統
１
１

６
事
項
に
及
ぶ
事
務
・
権
限
の
見

直
し
を
断
行
。
出
先
機
関
の
統
廃

合
、
職
員
約
３
万
５
０
０
０
人
の

削
減
を
打
ち
出
し
た
。
な
お
、
現

行
組
織
の
廃
止
後
も
国
に
残
る
事

務
・
権
限
に
つ
い
て
は
「
地
方
振

興
局
（
仮
称
）
」
「
地
方
工
務
局

（
仮
称
）
」
に
移
管
さ
れ
る
。

総
会
に
は
、
地
方
自
治
制
度
を

所
管
す
る
鳩
山
邦
夫
・
総
務
相
が

出
席
し
た
ほ
か
、
同
調
査
会
委
員

を
務
め
る
藤
田
�
之
・
本
会
会
長

（
広
島
市
議
会
議
長
）ら
が
出
席
。

専
門
小
委
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

鳩
山
総
務
相
は
「
『
地
方
分
権

に
反
対
で
は
な
い
が
、
権
限
を
受

け
た
自
治
体
は
大
丈
夫
な
の
か
』

と
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
発

言
。
国
民
の
信
頼
を
得
る
た
め
に

も
、
議
会
に
権
限
を
持
た
せ
、
行

政
へ
の
監
視
機
能
強
化
を
図
る
こ

と
が
重
要
と
の
認
識
を
示
し
た
。

続
い
て
審
議
に
入
り
、
本
会
の

藤
田
会
長
は
、
専
門
小
委
が
取
り

ま
と
め
た
報
告
に
対
し
、
意
見
を

展
開
し
た
。
こ
の
意
見
は
、
専
門

小
委
が
▽
議
員
は
監
査
委
員
に
選

任
で
き
な
い
▽
議
長
へ
の
議
会
招

集
権
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討

―
―
と
し
た
こ
と
に
伴
う
も
の
。

藤
田
会
長
は
、
監
査
委
員
の
選

任
方
法
を
現
在
の
「
長
が
任
命
」

か
ら
、
「
議
会
の
選
挙
」
に
改
め

る
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
姿
勢
を

高
く
評
価
し
た
。
し
か
し
、
議
選

監
査
委
員
廃
止
を
盛
り
込
ん
で
い

る
た
め
、
法
律
で
一
律
に
廃
止
す

る
の
で
は
な
く
、
各
議
会
の
判
断

に
委
ね
る
べ
き
と
主
張
し
た
。

ま
た
、
議
会
の
招
集
権
に
つ
い

て
は
、
地
方
自
治
制
度
が
二
元
代

表
制
を
採
用
し
て
い
る
趣
旨
に
照

ら
し
、
現
状
の
「
長
が
招
集
」
か

ら
「
議
長
が
招
集
」
に
改
め
る
べ

き
と
指
摘
し
た
。

専
門
小
委
の
報
告
書
は
�
監
査

機
能
の
充
実
・
強
化
�
議
会
制
度

の
あ
り
方
―
―
で
構
成
。
第
１
回

総
会
で
の
諮
問
、
第
２
回
総
会
で

の
審
議
事
項
決
定
を
受
け
、
議
論

を
重
ね
て
い
た
。

第
２９
次
地
方
制
度
調
査
会
（
首
相
の
諮
問
機
関
）
は
１２
月
５
日
、

第
３
回
総
会
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
調
査
会
の
下
に
設
置
さ
れ

た
専
門
小
委
員
会
が
、
こ
れ
ま
で
に
議
論
を
重
ね
、
地
方
自
治
制
度

に
関
し
取
り
ま
と
め
た
「
監
査
機
能
の
充
実
・
強
化
」
「
議
会
制
度

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

�
３
面
に
関
連
記
事
掲
載

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1709号１２月１５日平成20年
（2008年）

「監査機能の充実・強化」「議会制度のあり方」

地制調総会へ専門小委が報告

議議
選選
監監
査査
委委
員員

議議
会会
のの
招招
集集
権権

藤藤
田田
会会
長長
がが
意意
見見

２２
次次
勧勧
告告
まま
とと
まま
るる

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

右＝

あ
い
さ
つ
す
る
鳩
山
総
務
大
臣

左＝

意
見
を
述
べ
る
藤
田
本
会
会
長

（１） 平成２０年１２月１５日 第１７０９号
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義義
務務
付付
けけ
関関
係係

政
府
の
分
権
委
が
１２
月
８
日
に

ま
と
め
た
第
２
次
勧
告
�
１
面
参

照
�
の
う
ち
、
第
１
章
で
は
「
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
と
条

例
制
定
権
の
拡
大
」
を
掲
げ
た
。

こ
れ
ま
で
分
権
委
で
は
、
自
治

事
務
を
対
象
に
、
法
令
に
よ
っ
て

義
務
付
け
・
枠
付
け
が
な
さ
れ
、

条
例
で
自
主
的
に
自
治
体
の
活
動

が
定
め
ら
れ
な
い
事
務
に
つ
い

て
、
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
義
務
付

け
等
を
許
容
す
る
場
合
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
（
判
断
基
準
）
を
設
置
。

２
次
勧
告
に
は
▽
メ
ル
ク
マ
ー
ル

該
当
▽
非
該
当
だ
が
残
さ
ざ
る
を

得
な
い
―
―
に
つ
い
て
、
現
段
階

で
の
結
論
を
示
し
た
。
結
果
は
、

「
存
置
を
許
容
�
４
３
８
９
条
項
」

「
非
許
容
�
４
０
７
６
条
項
」で
あ

る
。存

置
を
「
非
許
容
」
と
し
た
事

務
に
つ
い
て
は
、
３
次
勧
告
に
向

け
て
具
体
策
を
検
討
す
る
。

出出
先先
機機
関関
関関
係係

国
の
出
先
機
関
８
府
省
１５
系
統

が
見
直
し
対
象
と
な
っ
た
根
拠

は
、
平
成
１９
年
５
月
に
開
催
さ
れ

た
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
遡
る
。

同
会
議
で
有
識
者
議
員
か
ら
示
さ

れ
た
「
国
の
出
先
機
関
の
大
胆
な

見
直
し
」
の
中
で
、
８
府
省
１５
系

統
が
「
地
方
に
移
譲
可
能
」
な
事

務
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
さ
れ
た
た
め
だ
。

こ
の
指
摘
を
受
け
政
府
は
「
骨

太
の
方
針
２
０
０
７
」
の
中
で
、

出
先
機
関
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

分
権
委
へ
要
請
し
た
。

３
面
へ
続
く

国
の
出
先
統
廃
合
盛
り
込
む

分権委

地
方
政
府
確
立
に
向
け
提
言

首
相
と
会
談
す
る
丹
羽
委
員
長

（
写
真
提
供
・
内
閣
府
広
報
室
）

第１７０９号 平成２０年１２月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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２
面
か
ら

今
回
の
検
討
は
、
骨
太
方
針
に

よ
る
要
請
に
基
づ
き
、
実
施
さ
れ

た
も
の
。
出
先
機
関
の
事
務
・
権

限
の
中
に
は
、
国
が
本
来
担
う
べ

き
も
の
も
あ
る
が
、
行
政
の
重
複

を
排
除
し
、
事
務
の
簡
素
化
や
効

率
化
を
推
進
す
る
た
め
、
仕
分
け

を
実
施
し
た
。
仕
分
け
の
類
型
は

�
重
複
型
�
分
担
型
�
関
与
型
�

国
専
担
型
。

�
�
�
と
、
�
の
う
ち
自
治
体

が
独
自
に
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
施

策
に
つ
い
て
は
、
統
廃
合
す
る
方

針
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
統
廃
合

に
あ
た
っ
て
は
「
府
省
を
超
え
た

総
合
的
な
機
関
」
「
同
一
府
省
内

の
機
関
」
「
府
県
単
位
機
関
の
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
機
関
」
の
３
つ
の
パ

タ
ー
ン
い
ず
れ
か
に
当
て
は
め
る

こ
と
と
し
た
。

３
パ
タ
ー
ン
に
適
合
さ
せ
る
事

例
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
の

み
。
基
本
的
に
出
先
機
関
は
廃
止

の
方
向
だ
。
改
革
の
実
行
に
あ
た

っ
て
は
、
事
務
・
権
限
の
地
方
へ

の
移
譲
と
と
も
に
、
人
員
も
地
方

へ
移
管
さ
せ
る
。
直
轄
国
道
、
一

級
河
川
、
農
林
水
産
統
計
等
の
見

直
し
を
中
心
に
、
１
万
人
を
地
方

へ
移
す
。
将
来
的
に
は
、
出
先
機

関
の
職
員
約
３
万
４
６
０
０
人
を

累
計
で
削
減
す
る
方
針
だ
。

第
２９
次
地
方
制
度
調
査
会
（
平

成
２０
年
７
月
３
日
発
足
）
の
専
門

小
委
員
会
が
、「『
チ
ェ
ッ
ク
機
能

の
充
実
』
に
関
す
る
調
査
審
議
」

を
ま
と
め
、
総
会
で
報
告
し
た
。

�
１
面
参
照

こ
れ
ま
で
専
門
小
委
で
は
、
１４

回
に
及
ぶ
会
合
を
開
催
。
本
会
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
と
の

意
見
交
換
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
�

監
査
機
能
の
充
実
・
強
化
�
議
会

制
度
の
あ
り
方
―
―
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
て
き
た
。

「
�
監
査
機
能
の
充
実
・
強

化
」
で
は
、
「
現
行
制
度
よ
り
監

査
委
員
の
独
立
性
を
強
化
」
す
る

こ
と
に
主
眼
に
お
き
、
強
化
に
向

け
た
方
法
を
模
索
。
そ
の
結
果
、

打
ち
出
さ
れ
た
の
が
、
監
査
委
員

を
「
議
会
の
選
挙
に
よ
り
選
出
」

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

現
行
制
度
下
の
監
査
委
員
は
、

議
会
の
同
意
を
得
て
「
長
が
選

任
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

監
査
対
象
で
あ
る
「
行
政
の
長
」

が
自
ら
を
監
査
す
る「
監
査
委
員
」

を
選
べ
る
制
度
は
、
監
査
の
正
当

性
に
疑
念
を
抱
か
れ
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。

行
政
の
透
明
度
を
高
め
る
う
え

で
、
「
長
」
の
監
視
を
責
務
と
す

る
「
議
会
」
へ
、
監
査
委
員
を
選

ぶ
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
は
、
監

査
委
員
の
「
長
」
に
対
す
る
独
立

性
を
高
め
る
た
め
評
価
で
き
る
。

た
だ
し
専
門
小
委
で
は
、
議
員

の
監
査
委
員
就
任
を
排
除
す
る
方

針
を
示
し
た
。
「
長
」
に
対
抗
で

き
る
「
議
会
」
と
い
う
後
ろ
盾
を

持
つ
議
選
委
員
を
置
か
な
い
な

ら
、
監
査
委
員
を
支
え
る
「
監
査

委
員
事
務
局
」
は
、
現
行
以
上
の

体
制
強
化
が
欠
か
せ
な
い
。

し
か
し
、
今
回
示
さ
れ
た
報
告

書
で
は
、
具
体
的
な
強
化
策
が
盛

り
込
ま
れ
ず
、
監
査
委
員
の
実
効

性
あ
る
活
動
を
担
保
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
監
査
委
員
の
活
動

が
、
改
革
に
よ
っ
て
脆
弱
に
な
る

よ
う
で
は
本
末
転
倒
と
な
る
。
自

治
体
の
自
主
性
を
高
め
る
た
め
に

も
、
議
選
委
員
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
判
断
を
各
議
会
へ
委
ね
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
「
�
議
会
制
度
の
あ

り
方
」
で
は
、
議
会
の
監
視
機
能

強
化
の
た
め
、
「
議
会
の
実
地
検

査
権
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
点
な
ど

が
評
価
で
き
る
。
一
方
、
議
長
へ

の
議
会
招
集
権
に
つ
い
て
は
、
議

長
に
よ
る
臨
時
会
招
集
の
状
況
を

み
つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

専
門
小
委
は
、
調
査
会
の
任
期

満
了
（
２１
年
７
月
）
に
向
け
、
残

さ
れ
た
項
目
を
審
議
し
て
い
く
。

地制調

議議
選選
監監
査査
委委
はは
廃廃
止止

議
会
に
実
地
検
査
権
付
与

（３） 平成２０年１２月１５日 第１７０９号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
松
尾
裕
幸
・
佐
世
保

市
議
会
議
長
）
の
役
員
は
１２
月
１０

日
、
来
年
度
基
地
関
係
予
算
の
確

保
に
向
け
、
防
衛
・
財
務
両
省
の

幹
部
や
基
地
関
係
国
会
議
員
に
面

談
、
要
望
を
行
っ
た
。

近
年
、
防
衛
省
所
管
の
予
算
で

あ
る
基
地
周
辺
対
策
経
費
の
減
額

が
続
い
て
お
り
、
基
地
関
係
市
町

村
の
運
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。

騒
音
防
止
や
民
生
安
定
助
成
な

ど
の
基
地
周
辺
対
策
事
業
は
、
基

地
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
の
改
善

に
資
す
る
た
め
の
予
算
で
あ
る
。

他
の
奨
励
的
な
補
助
金
と
は
異
な

っ
て
補
償
的
な
性
格
を
有
し
て
お

り
、
周
辺
住
民
の
理
解
を
得
る
た

め
に
も
重
要
な
事
業
で
あ
る
。

そ
こ
で
松
尾
会
長
ら
実
行
運
動

班
は
、関
係
国
会
議
員
等
に
対
し
、

基
地
を
抱
え
る
地
元
の
苦
悩
を
訴

え
、
基
地
周
辺
対
策
経
費
を
は
じ

め
と
す
る
基
地
関
係
予
算
要
求
額

の
満
額
確
保
を
強
く
求
め
た
。

【
面
談
要
望
先
】

▽
政
府
�
浜
田
靖
一
・
防
衛
大
臣
、

北
村
誠
吾
・
防
衛
副
大
臣
、
竹
下

亘
・
財
務
副
大
臣
、
甘
利
明
・
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣

▽
自
由
民
主
党
�
小
池
百
合
子
・

基
地
対
策
特
別
委
員
長
、
大
野
功

統
・
安
全
保
障
調
査
会
顧
問
、
衛

藤
征
士
郎
・
地
方
行
政
調
査
会
長
、

森
山
�
・
総
務
部
会
長
、
町
村
信

孝
・
前
官
房
長
官

本
会
な
ど
地
方
六
団
体
の
代
表

は
、
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源

化
や
、
平
成
２１
年
度
税
制
改
正
に

関
す
る
共
同
声
明
を
１２
月
９
日
、

１０
日
に
相
次
い
で
発
表
。
地
方
交

付
税
の
復
元
・
増
額
を
求
め
る
と

と
も
に
、
景
気
対
策
に
伴
う
地
方

税
減
収
へ
の
確
実
な
補
て
ん
な
ど

を
要
請
し
た
。

政
府
・
与
党
は
１２
月
８
日
、
道

路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
関

す
る
会
議
を
開
催
。
道
路
整
備
臨

時
交
付
金
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
道
路
を
中
心
に
関
連
す
る
他

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
関
連
す
る
ソ

フ
ト
事
業
を
含
め
、
地
方
の
実
情

に
応
じ
て
使
用
で
き
る
１
兆
円
程

度
の
「
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付

金（
仮
称
）」の
新
設
を
決
定
し
た
。

こ
の
決
定
を
受
け
、
六
団
体
は

翌
９
日
、
新
設
さ
れ
る
交
付
金
の

使
途
が
実
質
的
に
は
限
ら
れ
る
た

め
、
地
方
に
と
っ
て
使
い
勝
手
の

良
い
制
度
と
す
る
こ
と
を
要
請
。

ま
た
、
こ
の
新
交
付
金
と
は
別
枠

で
、
１０
月
に
政
府
・
与
党
が
決
定

し
た
「
生
活
対
策
」
に
盛
り
込
ま

れ
た
「
１
兆
円
を
地
方
の
実
情
に

応
じ
て
使
用
す
る
新
た
な
仕
組

み
」と
し
て
、地
方
交
付
税
に
よ
る

１
兆
円
の
増
額
確
保
を
求
め
た
。

続
く
１０
日
の
声
明
で
は
、
与
党

が
税
制
改
正
で
検
討
し
て
い
る
住

宅
ロ
ー
ン
減
税
（
所
得
税
・
住
民

税
）や
、
自
動
車
関
係
諸
税（
自
動

車
取
得
税
、自
動
車
重
量
税
等
）の

大
幅
な
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、
景

気
対
策
に
伴
う
減
税
を
実
施
す
る

場
合
は
、地
方
税
の
減
収
に
対
し
、

確
実
な
財
政
措
置
を
求
め
た
。

全国市議会議長会は、「第５６回全国市議会事務局職員研修

会」を下記日程のとおり開催いたします。

開催案内は１１月２８日に各市議会事務局へ送付しております

ので、平成２１年１月１６日までに「出欠報告書」にてご報告を

お願いいたします。

記

【１日目】 １月２９日（木）

１３：３０ 開会あいさつ

全国市議会議長会事務総長 大竹 邦実

１３：３５ 講演１「地方行政をめぐる最近の動向について」

総務省自治行政局行政課長 佐々木敦朗氏

１５：２０ 講演２「議会事務局職員として」

藤沢市議会事務局長 加藤 正美氏

【２日目】 １月３０日（金）

１０：００ 講演１「議会を巡る訴訟問題について」

弁護士 橋本 勇氏

１１：３０ 昼食休憩

１２：３０ 講演２「議会運営について」

全国市議会議長会法制主幹 水出 豊

１４：００ 閉会

会 場：砂防会館１階「利根」

東京都千代田区平河町２―７―５

�０３―３２６１―８３８６
参加費：無料

▼
議
長

▽
福
知
山

野
田
勝
康（
１０
・
１
）

▽
柏
原

中
村
幸
平（
１０
・
２
）

▽
桜
川

増
田

昇（
１０
・
３
）

▽
小
牧

稲
山
善
彦（
１０
・
３
）

▽
海
津

服
部

寿（
１０
・
３
）

▽
胎
内

斎
藤

貢（
１０
・
６
）

▼
副
議
長

▽
柏
原

乾

一（
１０
・
２
）

▽
桜
川

潮
田
新
正（
１０
・
３
）

▽
小
牧

坂
本
泰
之（
１０
・
３
）

▽
海
津

森

昇（
１０
・
３
）

▽
胎
内

渡
辺

俊（
１０
・
６
）

▼
事
務
局
長

▽
塩
尻

酒
井
正
文（
１０
・
１
）

関
係
予
算
の
満
額
確
保
を

基
地
協
役
員
が
実
行
運
動

道
路
財
源
、税
制
改
正
で

六
団
体
が
相
次
ぎ
要
請

議

会

人

事

小池・自民党基地対策委員長に要望

平成２１年１月２９～３０日 東京・砂防会館で

全全国国市市議議会会事事務務局局職職員員研研修修会会

浜田・防衛大臣（左写真）、竹下・財務副大臣（右写真）に要望
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